
№ 提案者 意見 対応 資料番号

1 平井委員
石垣の（面）番号が分かる資料を会議に提出してほ
しい。

今後資料提出予定。

2 平井委員

飯田丸五階櫓は石垣をきちんとして修復すればよい
ので、曳家のような無駄なことはしないで早く解体
して欲しい。解体して使える材料だけ再利用すれば
いい。

本年4月より石垣復旧に向けて工事着手。
①崩落石撤去→②倒壊防止受構台設置→③
仮受構台撤去→④櫓解体→⑤石垣解体・復
旧の手順により実施予定。※今後も文化財
修復検討部会において適宜検討

3 山尾委員
資料②-2の櫨方門・加藤神社石垣撤去工事の場所
（名称）が分かりづらい。工事名の横に場所を括弧
書きしたほうがよい。

資料訂正済

特になし

4 今村委員
天守を中心として、旧地形について詳細な資料を提
出してほしい。

現在実地中の地質調査（天守付近4本）の結果
を反映して資料（想定断面図等）作成予定。

資料4-1

5
和田オブ
ザーバー

調査済みの地質調査結果も含め、正確な資料を提出
してほしい。

現在実地中の地質調査（天守付近4本）の結果
を反映して資料（想定断面図等）作成予定。

資料4-1

6
吉田委員
ほか

資料④の5～6ページの着色幅が間違っている。
資料④の6ページ着色が重なってわかりづらい。

今回資料訂正 資料1-2

7 平井委員
資料④の写真は撮影方向が分からないので、撮影方
向を記載してほしい。

今回資料訂正 資料1-2

8 山尾委員
西南戦争時の被熱箇所は集中的でなくもっと広範囲
になるのではないか。

今回資料訂正 資料1-2

9 山尾委員
7ページの石垣管理情報表の被災規模は大小記載だ
けでなく、詳細に記載してほしい。

今回資料訂正 資料1-2

10 田中委員
高石垣の勾配には矩り反りがある表記してほしい。
間知か割石記載されているが、寸法入れてほしい。

今回資料作成 資料4-1

11 田中委員
ボーリング調査の結果を基に柱状図を作成してほし
い。

今回資料作成 資料4-1

12
山尾・
田中委員

わかる範囲でよいので、前震時に何割、本震時に何
割壊れたといった資料を作成してほしい。

把握可能な範囲で資料作成予定。

13 田中委員
7ページの石垣管理情報表は天守以外の石垣でも必
要。

把握可能な範囲で今後資料作成予定。

14 北野委員

石垣の震災前後の断面図データを作成してほしい。
石垣秘伝之書・桑原先生論文など含め熊本城の石垣
がどのような設計で作られたかもの検証に役立てて
ほしい。

今後資料提出予定。 資料4-1

15
北野･田
中･平井･
山尾委員

石垣の段彩図を作成してほしい。 今回の部会にて資料提出。 資料4-1

16
伊東・
北野委員

現状地盤を把握・検討した上で解体範囲を判断しな
ければならない。

現在実地中の地質調査（天守付近4本）の
結果を反映して資料（想定断面図等）作成
予定。

資料4-1

17
和田オブ
ザーバー

実際の地震波に耐えるものを造ろうとするととんで
もないことになる。地震計の揺れとは同じではない
と思う。研究的な話に入り込むことはよくない。
また、天守台内側石垣はほぼ垂直であり、元のまま
積み直すのみで何もしなくて良いという結論は出て
こないと思う。

今後の解析実施に反映した資料提出予定。 資料4-2

18
西形オブ
ザーバー

解析では破壊状況のモデルを作ることは可能である
が、正解なものとなるかと言われれば、必ずしもそ
うではない。補強案の3案について、安定性を保て
ているかと言われれば、難しいと思う。

今後の解析実施に反映した資料提出予定。 資料4-2

19 平井委員
補強案の石材控長大は、控長が長い案と力石を配置
する2案に分けて検討してほしい。

控石が長い案が石垣にとって有利と考えら
れるため、力石案は今回実施しない予定。

20 北野委員

強いものを造る、災害に負けないものを造るのでは
なく、災害時の避難経路や誘導等を記載したハザー
ドマップみたいなものを作成し、園路や植栽帯等で
対応出来る箇所もあるかと思う。

今後検討予定。

検討事項　（１）天守閣復旧整備事業について　石垣修復（解体・復旧）方法について

検討事項　（１）天守閣復旧整備事業について　石垣構造解析について

検討事項　（２）熊本城復旧基本計画の概要と進め方について

平成28年度第3回史跡部会・建築部会での意見と対応等一覧表

報告事項（１）進捗状況について　熊本城復旧基本方針について

報告事項　（1）進捗状況について　熊本城災害復旧の取組状況について

報告事項　（２）前回部会について

報告事項　（3）天守閣復旧整備事業について　地質調査について

報告事項　（3）天守閣復旧整備事業について　石垣変状について

資料1-1 


